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　　　　G色一一一

　　　　　　　㏄

同定　　MBスペクトル（図一儲参照）
性　状

外　観：白色粉末　　融点（℃）：67　沸点（℃）：255

　　　溶解性：対水一約1D・Oppn（，hスターラーで撹拌）

　　　　　　　π一ヘキサソー約25，000pエ皿

　　　　　　　　　　　　　　　oqo口Opp皿
　　　　　　　　　　　　　　　便轍）
試験期間　　昭　　　　　　　　～昭和54年9月20日

試験方法及び条件

1競1蜘一一…一…・

　　　TLm試験

　　試験魚　ヒメダカ　平均体重巳5オg　塩化第二水銀検定合格ボ

　　　　　＊田端健二：用水と廃水⊥i，　1297～1505（1972）

（b）溶解法（分散法）　供試物質巳1gに水を加えて全量を11

　　　　　　にし、　100P騨n〔W／▽）の原液を調製した。

（c）　試験温度　　25　±　1℃

（d）試験結果　48時間田Lm値：2，4卿（W／V）（図一5参照）

　　濃縮度試験

　　試験水槽　ガラス製

　　　容　　量　　1001　，灘水量　　5761／日

　　　原液：希釈水＝4皿／分　：　400皿1／分

〔切　試験魚　コイ　平均体重24．591平均体長9？c皿

（c｝　外部消毒及び順化

　①　外部消毒　止水状態で10卿塩酸クロロテトラサイクリン水

　　　　　　　　溶液で24時間薬浴を行った。
　　¢）　1原　　 イヒ　 25℃　X　2噛日贋ユ

⑥　溶解法（分散剤及び分散法）　ゑ1（b）に同じ

〔e）　試験温度　　25　土　1℃

一匡）　水槽中の溶存酸素量　図一て4及び45参照

ム1

（巳）

5、2

改2．1　試験条件

（a）　水系環境調節装置：流水式



」

（8）　水槽濃度

　　設定理由　精度よく定量できる濃度は約50ppb（図一4参照）

　　　　　　である。水分析時の前処理操作にむいて100倍濃縮

　　　　　　して回収率が100％であり、予備飼育7日間の結果よ

　　　　　　り水槽薩度の低下を50％と見込み、第2濃壌区の水

　　　　　　槽濃度を1’ppbと設定した・第1濃度区は第2濃度区

　　　　　　の旬倍に設定した。　　　　　　　，ノ

　　　　（計算式）　第2濃度区の水栢綬度は

　　　　　　　　　　　50

　　　　　　　　　　100　　　100－50
　　　　　　100　×一×
　　　　　　　　　　100　　　　100

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒　1ppb　になる。　　　　≦

設定値（単位ppbW／▽）

供試物質

築1濃度区 10

1第2濃度区 1

実測値

　表一1 濃縮倍率を求めるための平均濃度（単位ppb　W／▽）
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3．22　分析条件

（㊧　使用分析機器及び条件

　　・装　置　ガスクロマトグラフ型一日本電子GC20K

　　　　カ　ラ　ム　　　PEG20M：20多／クロモソルプW（80～100メッシュ）

　　　　　　　　　　　＋2％リン酸

　　　　　　　　　　　1m×2m皿φガラス

　　　　カラム温度　　 160℃

　　　　キャリヤガス　　　N2

　　　検　出　器　　E　CD

（b）　分析試料の前処理

　（1）　魚体　　　　1試　験　魚1

　　　　　　　　　　　　　曝イ』体長醗

　　　　　　　　　　　　　ヒ
　　　　　　　　　　　　　i←6N塩酸50皿工
　　　　　　　　　　　　　1・加熱還流（100℃X2時間）
　　　　　　　　　　　　　サ
　　　　　　　　　　　　　い放置
　　　　　　　　　　　　　1←脱塩水200皿l

　　　　　　　　　　　　　l噸蟻祈

　　　　　　譜ン1『・5回
　　　　i・残．渣Uπ一へきサと型
　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　・水洗50Oml×5回
　　　　　　　　　　　　　i二麟ろ過

　　　　　　　　　　　　　p定容10ml（π一ヘキサン）
　　　　　　　　　　　　　　・カラムクロマトグラフ法＊（1皿負荷）

　　　　　　　　　　製、面分／

　　　　　　　　　　　　　」濃縮

　　　　　　　　　　　　　i・足容10mエ（ペメゼシ）
　　　　　　　　　　　　¶．l
　　　　　　　　　　lb　C試綱



一．！＿～

　　カラムクロマトグラフの条件

　　　クロマト管　　20㎜¢ガラス製

　　　充てん剤　 5％含水シリカグル10g（和光純薬製）

　　　　　　　　　　　（π一ヘキサンで充てん）

　　　分画法：第1画分　π一ヘキサン　　　　　　　　　　　100岨

　　　　　　第2画分　ベンゼン一算一（キナン（10：90マ／V⊇．10巳皿・

　　　　　　第5画分　　　　’　　　　（20：90吻’）｛50m1

　　　　供試物質は第5面分に溶出する。

（2）　試験水

　　　　　　　　　麻験劃
　　　　　　　　　一｝『～一丁』｝－｝　　第膿駆第2濃度区
　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　l・採水　　　　　100血工　　1000ml

　　　　　　　　　　　　l←塩化ナトリウム　　509　　　　500g
　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5皿工　　　　　　　　　　　　　←6N塩酸　　　　1ml

　　　　　　　　　　　　i鷲40皿20叫高

　　　　　　　　　　　　ヨ　r＿」r’　　重し》』

怪」監1「璽」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜脱水ろ過
　　　　　　　　　　　　趣

　　　　　　　　　　　　　・定容伯皿1（ベンゼン）

　　　　　　　　　　浜試料1

4．試験結果

　41　供試魚の状態

　　　　外観観察結果

　　　　　正　常

　42　濃縮度試験の結果

　　　　　表一2　　供試物質の濃縮倍率
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なむ試験結果の表示について鱗率と定量精度の関係は汰の通り’である。

1魚体中巌（繭1
濃縮倍率 計算方法（pp田）

　　　　　i
精度よく定量i

　　　　　　　巳02以上
できる範囲

　　　　　ミ

綴21貴重i

I

A

　C　　　　　D

－X100　　E　X　F

A　精度よく定量できる濃度

C回収率：7Z8％
D魚体重：509
E最終液量　：　5mユ
∬　分取比　：　　2

＝巳05p即（図一4参照）
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弗5　魚体部位別試験

　　　8週間目の試験魚を2尾づつ頭部，外皮（頭部を除く皮，う

　　ろこ・ひれ・消化管・えら）・内臓（消化管以外の臓器），可

　食部（上記の部分を除いた残部）に大別し、各重量を測った後

　分析を行った。分析法は本試験の分析法に準ずる。

部位別試験結果
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（）内の数字は平均値を表わす。

4．4　排泄性試験

　　　8週間の試験終了後、正常水（供試物質及び分散剤を含まな

　い水）による排泄性試験を行った。（試験水槽100エ，流水量

　　400皿／血n）

　　　8週間目の試験魚中の供試物質濃度の平均（・2尾）を100

　として、』5，7日目の試験魚中の供試物質の残留率を示し

　た。

　　　　　　　　　残　　留　　率　（％）
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巳　考　　察

　（1）　水槽濃度低下について

　　　8週間の試験を通して実測水槽濃度が設定の約70％であっ

　た。よって原液タンク及び混合槽について濃度チェックを行っ

　た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　混合槽（ppb）　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　耳
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　上記の．結果より、原液タンク，混合槽に赴いては著しい濃度

低下はなかった。

又8週置の試験終了後、魚を全て取り去り24時澗ランニング

を行ったところ、水槽濃度は設定の約80％となった。よって

水槽濃度低下の原因は供試物質の餌，排泄物への吸着によるも

のと推測’される。

（2）　殴縮倍率

　　供試物質の濃縮倍率については、1Wで最も高く、8Wに左

　るにつれて減少する傾向にある。

■
、
。

③　部位別試験

　　第1，2両濃度区底冷いても内臓に特に蓄積されていた解剖の

　所見では、肝臓の色が変化していた。

　　これは、供試物質が肝臓に対して何らかの影響を与えているこ

　とが考えられる。

（4）排泄性試験

　　排泄性試験にむいて1週間で供試物質は排泄されている。

以 上


